
古スラヴ語における、所謂行為名詞

　　一n／tieの機能について1

§1　古スラヴ語の一HHe又は一THeに終る、所謂行為名詞についての言及は極めて紗い

が、その機能については、「格変化を有する不定詞」に外ならないとするのが、概ね従来

の定説であった2。

　しかし乍ら古スラヴ語の比較的古層を映していると信ぜられている「ゾグラフ四福音書」

Codex　Zogrαphensisについてみれば、凡そ300例にのぼるこの種の名詞のうち、ギリシ

ア語原文の不定法に対応するものは、僅々10例を数うるに過ぎない。

　またギリシア語の不定法がゾグラフ四福音書の何に対応しているかを調査した結果は、

ギリシア語の不定法が、スラヴ語の不定詞、スピヌム、副文章による回説的表現、絶対与

格等、状況との結びつきが比較的強い文脈に対応していること、従ってスラヴ語の不定詞

と一n／t－ieに終る名詞の意義が、可成り異った性格のものであると考えねばならぬこと、

であった3。

§2　　このことから、少くともゾグラフ四福音書における限り、一nfe，畷eに終る行為名詞

と不定詞とは、その機能に関して相異なるものであると、結論される。

　もしこの推論が正しいとするならば、次に問題とすべきは、両者の相違は奈辺に存して

いるか、ということであろう。現在の所この問に全面的に答えるべき材料は持合せていな

い・ここで考察しようとするのは・この問の一部・即ち一n／尉eに終る名詞の機能は何で

あったか、という問題に限られる。

1．行為の対象

§3　　この種の名詞が「行為」をあらわすものでないことを、最も明白に示すものとして、

これが「行為の対象」をあらわす場合がある。

　たとえばXA宝E』1”ρねA』AO濫ε㎜ε，＆Pτo“poO6σε媒「供えのパン」（Matth・12：4，

Marc．2：26，Luc．6：4〉l　HM柚旺，憾6π6pXovτα「財産」（Matth。24：47，Luc、8：3，8：43，

11：21，12：5，12：33，12：44etc．etc。）1◇A宝”匿，τ66vδ69α「着物」（Matth・28：3，Luc．9：29）1

　1『京都産業大学国際言語科学研究所所報』第4巻第2号　昭和58（1983）年3月30目　52－62頁。

　2たとえばA．Vaillant，Manuθ1duvfeロxslave，t，1，Pa血s1964，p．3481F．Miklosich，Vセrglefchende

Gr＆mma右fk　der　Slavfsc血en　Spracheny　Bd．IV，Syntax，Heidelberg19267p。877．

　3拙論「スラヴ語の行為名詞一nie，一tieについて1『京都産業大学国際言語科学研究所所報』3（2），1982，

pp．50－59。
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A◇CT◇柚旺，×入ηpovog‘αr遺産」（Marc．12：7，Luc，12：13，20：14）1”ρ睡CmB証N旺，

色π‘β入ηgα「補布」（Luc，5：36bfsラM哉rc。2：21）l　B凹Aな”旺，ε硲o⊆「姿」（Luc．9：29，Io五an．

5：37）；瓢BA州Hε，6爪ασ‘α　「姿」（hc，24：23）l　A“4朋ε，δ69αてα「賜物」（Luc．11：13）1

◇C”◇Bα””ε，0εg6入しov「土台」（Luc．6：48，6：49，14：29）1翻A酬OB6闇6，πτ6σドα「唾」

（loha旺1．9：6）などである。

II．行為の結果

§4　行為の対象と密接に連関しているものに、行為の結果を表わすものがある。これも

また「行為」をあらわすものではない。これは結果の意義を有する対格補語と対応するも

のである。たとえばHHcaTb　nHCbMo　r手紙を書く」、皿HTL∬πaTLe　r着物を縫う」にお

ける∬皿CLMO，∬πaTLeがこれであって、この種の対格補語の特徴は、これによって示さ

れる対象が、行為以前に存在していない、という点にある。一HHe，一臓eに終る名詞の場

合も同様であって、たとえば撚“7Cα”匿「銘」は、Nα”hC4丁闘「（上に）書く」という行

為に先立って存在するものではない。

　これに属するものとしては・例えば・Nα“’e凸”匿，邑πしYpα両r銘」（Luc・2：2，20：24etc・）1

ρ◇器A州”ε，σWYεv加「親族」（Marc・6：4・Luc・1：58・1：61，2：44）1ろLAム”Hらotxoδo画

r建物」（Marc．13：1，13＝3，14：12）1ろN4闘”らγvωστ6くr知人」（Luc・2：44）1皿p◇“濫州”ら

入6πPα「癩j（Luc・5：12）l　C』M宝田田Hε，μ‘Yμα「混ぜたもの」（lohan・19：39）；BLろA凸一

“匪，avταπ6δogα「返報」（Luc，14：12）l　M』田丁∈”厳，戯δし踊σし‘「復仇」（Luc。21：22〉l

O曲A酬匪，xpαL磁λη「酔い」（Luc。21：34）1”cnA』旺N匿，π通Pω9α「満ち満ちている

一切のもの」（lohan・1：16）1｝K睦丁◇M喧ρ州匿，σmμ牟pしov　r割当てられた糧食」（Luc．

12：42）1◇C品濫A［N匿，xp‘9α「罪」（Luc・20：47，23：39，24＝20，Ma■c・12：40）l　CT△濫州匿，

x通gα「財産」（Maτc．10：22），ρ鰐嘔A州Hε，δしαμεpしσ越6v「分裂、不和」（Luc．12：51）l

B罵M品田丁謝”らσ畝oく「荒波」（Luc．12：25710han。5：3「異本」）l　C“Amらσuv6δpしov

「議会j（Maτc。13：9）etc．

§5　このような観点からすれば、先にr行為の対象」をあらわすとしたものも・実はこ

の類に属せしめられるべきものであることに気付く。

　例えば腿ρ宝A』AO》K州匿「供物」は・“P宝ムLA◇｝K”T”「前に置く・捧げる」という

行為の結果、始めて生じる概念である。明らかなように、「捧げる」という行為なしに、あ

るいはこのような行為を前提としないでは、「供物」とされる対象はこの名で呼ばれるこ

とはなく、それぞれの名辞で以って呼ばれるに過ぎぬであろう。「行為の対象」を表わすも

のも、「行為の結果1をあらわすものも、行為によって初めて言語的に命名されるという

点では、相等しいのである。
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III．行為の内容

§6　行為の結果と意義的にきわめて近く、これと密接に関連しているものに、「行為の

内容」とでもいうべきものがある。例えば、

・）ωN“田恥CT△隅凸嘲丁闘B宝TPε・IB＾廉麗脚M◇ρbCド◇yM◇y・1◇y＾ト

　　罰くεl　E監ICT』T”し皿”Nα●（p．97，160r22）

　　6δゑδしεγεPOεt⊆邑πετ‘9ησεvτφavεゆxαtτφxλ6δωvしτo面δατ・⊆，×αし色πα6σαvτo，

　　×αt色Y6vετO　Yαλ負vη・（Luc・8：24）

　　「彼（イエス）は起き上がって風と荒波とをおしかりになると、止んでなぎになった。」

　この場合6LA縦N椛は、現代語の「波立ち」とは異り、BOπHa「波」を意味している。

しかしこれを単純にBA』闘闘TH「波立つ」という行為の結果であるとすることはできない。

　「波」の存在と「波立っ」という行為とは、いわば表裏一体をなしているのであるから、

これはむしろ「波立つ」という行為の全過程を、その内容としていると言うぺきであろう。

◇yv印HεδしδαX角「教え」、ろN4M州匿ση瞬ov「しるし」なども、いくらか抽象的である

がこれと同じであると考えられる。

§7　　この種の意義は、文献についてみれば頻度が最も大きく・一H／T－Heに終る名詞の意

義の中心的なものであると推察される。

　たとえば、

◇yY州凹∈，δしδαX6「教え」（Matth．7：28，15：9，16：12，e七c，）1ろ泌M州翻ε，ση画ov「しる

し」（Matth。12：38，12：39，16：1etc・）；隔◇MLI田AεN匿，邑vOu画σしζ，δしα入oYしσ両く，δしαvo‘α

r考え・思い」（Matth・9：4，Luc・2：35，5：22，6：8e七c・）l　EAHq州Hε，aστpα踊r閃光・稲妻」

（Luc。11＝36）：“ρ唱A品”旺，παpdδoσK「いい伝え」（Matth。15：2，15：3，15：6，Marc，6：4

etc。）1“舘Hε，σuμ中ωv‘α「音楽」（Luc．15：25）l　cTpαX◇BαN踊ε，（p6βητpov「恐しい光景」

（Luc。21：11）1◇6宝TBαN旺，肱αYYε入‘α「約束、約束されたもの」（Luc・24：47）l　CB』丁宝N”ε，

斡⊆r光」（lohan。5：36）1“◇BεA宅”Hを，δ6Y9αr勅令」（Luc．2：1）l　B◇AA，0‘入ηFαr意志」

（Luc・12：47）；EAαrOB◇Aε闇ε，ε邑δox‘α「善意」（Luc・1：25）l　X』1皿丁εNH壬7a餌αYゐ「強

欲」（Luc，7：39）1“◇N◇田εNH6，6vεLδoζ「非難」（Luc，1；25）l　Y△AN匿，πρoσδox‘α「期

待」（Luc・21：26）l　CTρO宝N闘εA◇M◇y・otxovo9‘α「執事職」（Luc・16：3）1ρ鰐◇yM柚”ε，

YVめσL⊆「知識」（Luc，11：52）etc。4

IV．結果としての状態

§8　以上の外、「行為の結果としての状態」をあらわすと考えられる例が存在するが、こ

れはr行為の結果」の一変種と見倣すことができる。たとえば、

　4この外Aα》Kムh　A宝A4髄旺，δ6く印Y¢σ‘αv「努力せよ」（Luc・12こ57）におけるA霊A4NH∈「仕事」もこれに

属すると思われる。これがラテン語のoperam　dareの直訳であって、対象としての「仕事」を指すものではな
いと思われるからである。
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　レ　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

2）αc隔◇T㌔＾…修鵬CB◇ε「◇OB』c∈ε＾”K◇iM秘田ε隅Bρ㌔濫ε1（P・70，

　115v17）

　α超τη醗6xτ触6στε画σεω⊆α◎τ奉魚vταδσαε工×εv印α入εv．（Marc．12：44）

　「その婦人はその乏しい中から、あらゆる持ち物を．．．入れた。」

　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　レ　　　　　　　　　　　ヤ

3）限』ρ脇Nd齢C』「N宝BOM』’CKρ㌔BA◇◇kαMε髄州mcρ』ムトq《IX㌔0

　（p．51，83r9）

　xαしπεPしβ入ε瞬μεv・⊆⑳て・Oζμετ’6PY解，σu入入uπ・6μεvo⊆猷τぴωP6σεしτ触xαPδ‘一

　αζα6τ6v．（Marc。3：5）

　r（イエスは）怒りを含んで彼らを見まわし、その心のかたくなさを嘆いた。」

　　　　　　　　　　ロ　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

4）A凸Pムろ◇yM笹田H◇闇X桃εNαoyY”A』CA6c開c＾◇Bεc［X㌔oyTBρ桃一

　AfNbε。（P．80，131r13）

　、vα色πしYVΦqεpt6vxατηX角0ηq入6Yωvτちv面瞬入εしαv・（Luc、1：4）

　r汝の報告を受けたことが、言葉の確実なものであることを、汝が知るように。」

V．状　　態

§9　　たとえばC』M宝ρ州匿，ταπε‘vωσし⊆「卑賎の状態」（Luc、1＝48）』ρ”A∈巌州Hε，

叙τεv6στεpov　r熱心（に）」（Luc・22：44）のように・状態動詞を派生原基とするものは・そ

の動詞のあらわす「状態」を示す。

　これらは状態をあらわすという点では、「結果としての状態」に近縁であるとも考えら

れようが、派生原基たる動詞の意義からすれば、寧ろ「行為の内容」の一変種と考えるぺ

きであろう。

VI．行　　為

§10　以上述べた各種の用例は、この種の名詞の用例の、少くとも半ば以上を占めている。

これを除いた残りは、従来「行為そのもの」をあらわすと考えられていたものが大部分で

あって、この種の名詞が「行為名詞」であり、「変化する不定詞」であると感じさせる根拠

となっているものである。

　したがって検討すべきは、これが果して「行為そのもの」を表わすものであるか否か、

ということである。

§11　まずこの種の名詞がr同族補語」として用いられる場合がある。たとえぱ、

　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

5）M◇雁丁凸AHOHT”Y醐品・酬∈αろ珊”鳳。A闘KP圃丁ε欄εM』IM』撤E4ろ』

　Kρ』田丁4盛C△’Kρ』CT闘丁”CA●（P。66，108r2）
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　　δ6vασeεπしε託vτ～）πoτゐPしovδ色Y（6π‘vω，湾τ6βdπτしσ9αδ色Yδ）βαπτ‘ζoトしαしβαπ一

　　τしσ埆vαし1（Marc．10：38）

　　　「あなたがたは私が飲む杯を飲み、私が受けるバプティスマを受けることができ

　　るか。」

　このような同族補語は、行為をあらわす動詞が別に提示されているのであるから、それ

自身行為をあらわすというよりは、むしろ「行為の内容」をあらわすと解すべきであろ

う。｝K飢柚匠M』B』濫△εA宝X』，るπしOUF‘“επし06gησα「切に望んでいた」（Luc。22：15）

も、古スラヴ語訳では厳密な意味での同族補語ではないが、やはりこれに属すると考えら

れる。

§12　この外KP』田丁州“εは“p◇“◇曲ムαT“KP』皿丁∈N旺，xηp6σσεwβ敵τしσ陣「洗

礼を宣べ伝える」（Luc．3：3，Marc．1：4）という形でも用いられている。これも明らかに

洗礼という行為そのものではなく、洗礼の意味乃至は内容を指しているとみられる。

　次の例におけるkρ』田丁釧旺にも、単独で用いられているが、同じ二とが言える。

6）1ρ』r宕丁εM”・kρ…丁州』日◇酬◇B◇C』醒Cε＾凹曲・1＾闘◇T』YK』

　　（Pユ24，205r9）

　　xαtεモπατ6μ・し’T6βdπτLσ9α’1磁w・uるξ・OPαv・O汚v瑞るξavOP面πωVl（Luc・

　　20：4）

　　r私に言ってほしい。ヨハネのバプティスマは天からであったか、人からであったか。」

　次の例における嘔A◇B4”Hε，＆σπασg6く「あいさつ」あるいはC“αCεN』ε，σωτηp‘α

「救い」もまた、行為そのものというより、行為の内容をあらわしていると解される。

　7）ωNα濫εCA』旧αB㌔田H　C覧MATεCA◇CAOB∈C闘εr◇’i騒◇M五1田A秘旺B』

　　C壬曲9榔◇Cε略A壬丁岡宕A◇B備ε0（P・81，133r15）

　　聯就τφ入6胸δしεταpdXOηxαtδしελ・Y‘ζετ・π・てαπ6弓鋤6改σπασ麻・るてQ“Luc・

　　1：29）

　　「この言葉に（マリアは）胸騒ぎがして、二のあいさつは何のことであろうかと思いめ

　　ぐらしていた。」

　8）A凸THραろ◇yM』C口εN』壬AI◇A〔M’』εr◇（P・83，136r14）

　　τ・酪・OvαtY幅σwσωτηP‘α“Φ入瞬欧・O・（Luc・1＝77）

　　r救いについての知識をその民に与えるために。」

§13　一方行為自体の意義が強いと感じられるものの中には、跳又は酷を伴って目的

を表わすものが多い。たとえば跳c』曲A柚匿，εt⊆gαpτ6pしov「証しのために」のよう

な場合である。
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　更に行為自体を表わすと感じられるものには、同時関係を含む時間的前後関係をあらわ

すものが多い。

　このうち同時関係をあらわすものは「鴎＋対格又は前置格」の構文をもち、ギリ

シア語原典の「齢＋与格」に対応しているものが多い。例えば跳C㌔k◇貼Y州旺，

色vτ涌σuvτε入6騨r終りの時に」（Matth。13：40，13：49）、B卜B』Ckρ嘔田∈翻旺，邑v踊

avασ顧σεL「復活の時に」（Marc。12：131Luc，14：14etc．）などがこれである。こ

の外ギリシア語の属格に対応する例として・B』K◇yρor船田壬閥凹ε，a入εxτoρo（pωv‘αく

「鶏の鳴く時に」（Maどc．13：35）がある。

　更に時間的前後関係をあらわすものとしては、たとえば◇T㌔CA◇泳州匪凱aπ6xαταβo入触

r創成の時から」（M哉tth．13：39，25：34，Luc。11：49）、nρ宝激A壬cA◇温εN曲B’cεr◇

M睦ρα，πp6xαταβo入触x6σFou　r宇宙の創成の前に」（Iohan．17：24）などがある。

§14　これらの用例をみれば、この種の名詞が行為そのものを表わしているという印象を

受ける。しかし使用されている語彙からすれば、これらが殆んどの場合「証し」、「許し」、

r復活」、「啓示」、「悔い改め」、「創世」、「世の終り」、「迫害」のように、すぐれてキリス

ト教的な観念をあらわすものであることは、注目すべきことに思われる。このことは、こ

の種の名詞が行為というよりは、むしろ行為の内容乃至行為の意味を指す可能性を、強く

示唆しているからである。

　事実ここにあらわれる同じ語であって、行為自体というよりも、文脈からして行為の内

容を指すと解されるものも、存在しているのである。たとえば、

9）酬ATB4εcT㌔K◇凶』v州H田奮k◇y（P・19，32v11）

　6溌0εpしσゆ⊆σuvτ6入εしαα務v6⊆るσてしv．（Matth．13：39）

　「収穫は世の終りである。」

　　レ10）αろ』∈CM』BhCKρ宝皿ε””ε1》K騒B◇T㌔（p。158，261v15）

　　’EY6εtト瓦しちav丘στασLくxαし晦ζω6・（lohan・11：25）

　　r私こそは復活であり、生命である。」

　その他の、従来行為自体を表わすと考えられていたものにも、キリスト教の教義と結

びついた意義を持つものが少くない。たとえば、rO陛闇ε，δしωYμ6く　「迫害」（Matth・

13：211M哉rc．4：17）1“ρ宝AゆEOA室側匪，goしX飢α「姦淫」（Matth。15：191Marc．7二22）l

Aゆ6◇A枷”ε，π・pvε‘αr姦通」（M肛c・7：2211・h㎝・8：4・）IX8＾∈撒，β入ασ甲η9‘αr涜

神」（Marc・7：22）l　eT◇γA◇A秘N凹ε・dσ6入Yεロ　「好色」（Marc・7：22）l　o6ρ驚州”f・

πεpしτo画　r割礼」（IQhan．7：22；7：23）1A◇EろαN”ε，¢λημα「口づけ」（Luc，7＝4517：22）

etc．

　以上の考察から、この場合にもこの種の名詞が行為自体をあらわすと感じられるのは、
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専ら文脈によるのであって、本来はもっと内容にかかわるものであったという疑いが、一

層濃厚になる。

§15　r跳＋前置格」の構文にあらわれるものは、例えば跳丁◇Y印m　Kρ』旺，帥

δ6σεしα諏ατo⊆「血の流れにある、即ち長血を患っている」（Marc．5：251Luc，8：43）i　B』

TρU柚IH，邑v（禰）諏oFo頭「忍耐して」（Luc．8：15，21119）l　B』nρ宝AゆE◇ム秘N”（1），

色πtドoしXε‘q，r姦淫の最中に」（lohan．8：3，8：4）のようなものである。

　これらは行為をあらわすとも考えられるが、上述したことを考え合せれば、行為の内容

を指すと解釈する余地もあると思われる。

VII．行為の場所

§16　以上の外、極めて少数ではあるが、行為の場所をあらわすと考えられるものがあ

る。例えばC秘”匿，σπ6pしσ昌o⊆r畑」（Matth・12：1；Marc・2：331Luc・6＝1eもc・）および

睡闘ろ』X◇｝Kム斜H∈，xατdβασし⊆　「下り坂」（Luc，19137）である。

　これらは何れもギリシア語の邸ε（p①＞σπ6pしσ摂o⊆、xαταβα（vω〉xατ改βασしくの、いわ

ゆるcalqueであると考えることもできようが、その場合にも、これが一n／t－ieに終る名

詞によって訳出され得たということに、注目しない訳にはいかない。もしこの種の構成を

もつ名詞が、専ら行為そのものを示すものであったとすれば、このようなことは、生じ得

ないと考えられるからである。

　このような意義は、先に述べたr行為の結果」の一変種であると考えられる。たとえば

r種を播いた」結果として、「畑」なるものが生成するとみられるからである。

VIII．結　　論

§17　以上の結果をまとめれば、次のようになろう。

1（・）行為の腺　（2）行為の結果一　｛ll襟あ蠕の状態

II（3）行為の内容一
｛蹄繋そのもの（イ〉

m　　（6）　行為そのもの（ロ）

　すなわち「行為の対象」（1）と「行為の結果』（2）とは、行為によってはじめて言語的

命名を得る、という点では近縁であった。また「結果としての状態」（4）及び「行為の場

所j（7）は共に「行為の結果」（2）の変種であると考えられた。

　一方「状態」（5〉と行為そのもの（6）のうち、「行為の内容」．とも解されるもの（イ）は、

「行為の内容」の変種である。

　「行為そのもの」でかつ行為以外の解釈を許さないもの（6）（ロ）は、比較的少数である

が、この意義は他のどの意義とも、派生関係にない。
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　さて上掲の1の系列とIIの系列とを比較すれば、その相違はかなりの程度に派生原基

たる動詞の語彙的意義に依存していると思われる。とりわけIIの系列は、行為のプロセ

スを問題とすることが多いから、いわば不完了体的なアスペクトをもっているといえる。

§18　このことは、1とIIの系列が、その命名の原理そのものにおいては、必しも異った

ものではないことを、予測せしめる。

　そのような原理が何であるかにっいては、仮説の域を出ることはできないが、筆者はこ

れを「行為によって生じた状況の変化の総杣であると考えたく思う。

　たとえば「書く」という行為における変化の総和は、「書かれたものjとして現象す

るであろう。「播く」という行為の総和は、その結果としての「畑」となるに違いない。

◇yY州匪「教え」もまた、何を以て「教える」とするかを含めて、◇yYHTH「教える」と

いう行為の「状況の変化」の総体として、観念せられるであろう。即ち「行為の内容」で

ある。

　しかし乍ら一n／t－ieに終る名詞の原義についてのこのような規定からは・r行為そのも

の」をあらわすという意義は説明できない。この意義は、他の種々の意義と直接的な派生

関係にないところから、新たに獲得された意義であるとみるのが、妥当であろう。とすれ

ばこれは恐らく、行為そのものを表わすとも解釈できる文脈を媒介にして、漸次発達した

ものとみるべきであろう。

　もしこのような推論が正しいとすれば、この種の意義をとるものがゾグラフ四福音書に

おいては未だ少数であることから、ゾグラフ四福音書の言語は、この意義の発達に関して

未だ比較的初期の段階にあった、ということになろう。仮説として提示しておきたい。


